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■令和 4年 6月 2日 定例記者会見内容                         

１ 日 時   令和 4年 6月 2日（木）11：00～11:30 

２ 場 所   市役所本庁舎 3階第 3委員会室 

３ 出席者   ○市長、総務部長、企画部長、市長公室長、企画調整課長 

○酒田記者クラブ 9社（朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、河北新報、

山形新聞、荘内日報、ＮＨＫ、ＹＢＣ、ＴＵＹ） 

コミュニティ新聞社、共同通信社（記者クラブの承認により出席） 

 

■市長発表事項                                   

・市長発表事項なし 

 

■代表質問                                    

1 ＪＲ陸羽西線酒田-新庄間の長期運休について 

記者／先月、酒田新庄間でＪＲ陸羽西線の長期運休に入りました。2年後の運転再開ま

でについて不安の声もあります。市長としての所感をお聞かせください。 

市長／はい。今回、長期運休になりましたけれども、新庄酒田道路のトンネルの掘削に

先立って、陸羽西線第２高屋トンネルの補強工事を行うということでございました。 

薬剤を土中に注入する地盤補強工事等を実施するというものが、その内容と伺ってお

ります。そういう意味では、陸羽西線をしっかりと崩れないようにトンネルの保全をし

て、その上で、次に道路の工事に入るという手順で進むのかなと思いますので、鉄道輸

送を守るための工事が、今回の工事であるということです。 

そういうことから、この今回のバス代行輸送を終了後に、その補強工事をした陸羽西

線が、すぐ廃線にはならないだろうと思いますし、ＪＲ東日本の担当者からもそのよう

な声を伺っているところでございます。 

私どもとしては、知事さんも記者会見で話をされているようでしたけれども、陸羽西

線の存続については、地域としても声を上げていきたいと思いますし、まずは知事が会

長を務めております山形県鉄道利用整備強化促進期成同盟会という組織がございます。

その中の要望項目にしっかりとその陸羽西線の存続ということをやっぱりうたい込ん

でいただく必要があろうかと思いますので、私どもとしては、周辺の市町村の皆さんと

一緒に声を上げて、県全体として、存続に向けた運動が展開できればいいかなと、その

ように考えています。 

記者／今の件で、新庄市長を会長にした東西線利用推進協議会で、何か市長が新庄や戸

沢と連携して直近で行動していくことは何かありますでしょうか。 

市長／直近で具体的な予定はありませんけれども、陸羽東西線の利活用については、観

光利用も含めてですけども、沿線で手を組んでしっかりとＪＲの方には要望していきた

いと、このように思っております。 

具体的に、今のところその行動計画自体は、まだ連絡がきていませんので、それが決

まり次第また一緒に行動したいなと思います。 
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■フリー質問                                    

1 参議院選挙について 

記者／参院選が今度あると思うのですが、市長はどのような姿勢で臨まれるのかお聞か

せ願いたい。 

市長／私としては、今のところ、今日の時点ではニュートラルで考えおりますが、今後

どのような公約を上げられるのか、山形県全体、そしてこの庄内にとってどのような公

約をお持ちで活動されようとしているのか、その辺をしっかり見た上で判断をしていき

たいなと思っております。 

ただ知事選の流れがあって、大内さんについては知事選の時、私どもも応援いたしま

したので、そのことを念頭に置きつつ、少し政策等についても、ちょっと聞いてみたい

なという思いでおりますので、現時点では、この方をという立場で今考えているところ

はございません。 

 

2 市内中学校の生徒が自死した問題について 

記者／市内中学生の自死した件の報告書が、第三者委員会からそろそろ市長の方に提出

あるとは思います。今のところはまだ提出されていないかとは思いますが、それに関し

て教育長、或いは第三者委員会と市長の間で何かやりとりがありますか。 

市長／特にそれはございません。保護者の方が、今回の報告書に意見を添えて私のとこ

ろに提出されるという段取りになっておりますので、それを拝見した上で、市長として

の対応を明確にしていきたいなと、このように思っております。当初、酒田祭り明けに

は出てくるのかなと思ったのですが、やはり少し長引いているようですので、まずはそ

れを待ちたいなと思っております。 

記者／提出後、どのように対応していきたいと思いますか。 

市長／私どもは、やはり保護者がどう今回の報告書を見て判断されているかというとこ

ろが最大の眼目なので、保護者の考え方、感想なり、或いは意見なりをしっかりと踏ま

えた上で、市としてどう対応するのかということを判断したい。報告書自体というより

も、それを見た保護者の方の意見を踏まえて判断したい。 

弁護士の方も多分付いてらっしゃるのだろうと思いますし、そういった方々との協議

等で多分長引いているのかもしれませんが、それを踏まえて判断をしたい。やはりそこ

が出てこないと、我々として、いわゆる重大事態の再調査委員会の設置も含めて判断が

できないと考えています。 

そういう意味で、まずはそれを待ちたいなと、そのように思っております。 

 

■その他                                    

・特になし 

 


